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｢釜野橋交差点、安全性を高めた通学路へ｣
（平成23年2月22日　釜野橋交差点にて撮影）
車歩分離式信号の導入により、山西小学校の通
学路が変更され、より安全性の高い通学路にな
りました。
児童生徒の安全のため、ご協力をお願いします。

入学・進学に備えた交通安全 …………②・③
地域で住もう！
火災連続発生
県議会議員および県知事選挙
ご存知ですか？高齢福祉サービス

…………………………④・⑤
…………………………………⑥

………………⑦
……⑧ など

町の鳥　ヤマガラ
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家
族
・
地
域
で
子
を
守
る

①
ま
ず
は
大
人
が
交
通
安
全

　
お
子
さ
ん
が
見
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
、
信
号
無
視
な
ど
を
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
子
ど
も
は
大
人
の
行
動
を
よ

く
見
て
い
ま
す
。

　
例
え
自
分
の
子
ど
も
の
前
で

な
く
て
も
、
交
通
ル
ー
ル
を

し
っ
か
り
守
り
、
大
人
と
し
て

良
い
お
手
本
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

②
地
域
で
見
守
る

　「
自
分
の
子
ど
も
じ
ゃ
な
い

か
ら
」
と
、
危
険
な
横
断
を
し

て
い
る
子
ど
も
を
見
す
ご
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
他
人
の
子
で
も
危
な
い
こ
と

は
優
し
く
注
意
し
、
そ
の
子
の

安
全
を
守
る
こ
と
が
地
域
の
大

人
と
し
て
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
事
故
の
特
徴

①
死
者
数
は
増
加

　
交
通
事
故
の
全
死
者
数
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
、
他
の

年
代
が
10
％
以
下
な
の
に
対
し
、

49
％
と
突
出
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
21
年
交
通
白
書
よ
り
）

　
特
に
自
転
車
乗
車
中
と
歩
行

中
は
、
そ
れ
ぞ
れ
64
％
・
70
％

と
非
常
に
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

②
加
害
者
ケ
ー
ス
が
増
加

　
二
輪
車
・
自
動
車
を
運
転
す

る
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
原
因

と
な
っ
た
、
交
通
事
故
の
発
生

率
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
５
年
間
で
、
発
生
率
は

１
．５
倍
、
死
者
率
は
２
倍
に

増
え
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
・
安
全
が
鍵

①「
急
が
ば
ま
わ
れ
」

　
横
断
歩
道
で
な
い
場
所
を

渡
っ
た
り
「
危
な
い
な
」
と
感

じ
な
が
ら
も
自
転
車
を
運
転
し

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
楽
を
す
る
た
め
の
近
道
や
、

急
い
だ
た
め
に
し
た
車
の
直
前

直
後
の
横
断
が
、
事
故
の
原
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
回
り
で
も
「
安
全
な
道
」

を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
運
転
は
体
力
と
相
談

　
町
内
で
も
車
や
バ
イ
ク
・
自

転
車
を
運
転
す
る
高
齢
者
が
起

こ
し
た
事
故
が
多
い
で
す
。

　
高
齢
に
な
れ
ば
だ
れ
で
も
体

力
だ
け
で
な
く
判
断
力
な
ど
も

鈍
る
も
の
で
す
。

　「
運
転
が
危
な
い
」
と
自
覚

し
た
り
、
指
摘
さ
れ
た
り
し
た

ら
、
免
許
証
を
返
納
す
る
な
ど

運
転
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
二
宮
町
は
県
下
で
も
高
齢
者

事
故
や
自
転
車
事
故
が
多
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
春
に
、

交
通
事
故
で
悲
し
む
人
が
生
ま

れ
な
い
よ
う
「
事
故
に
遭
わ
な

い
、
起
こ
さ
な
い
」
を
一
人
一

人
が
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
班

高
齢
者
の
交
通
安
全

　高齢運転者標識のデザインが変わりました。
　普通自動車運転免許をお持ちの 70 歳以上の方は、
普通自動車を運転するとき、この標識を前面と後面に
表示するよう努めることになっています。（努力義務）
　危険防止のためやむをえない場合を除き、この標識
を表示した車に対して「幅寄せ」や「割り込み」をし
た自動車運転者は、道路交通法違反となります。
　高齢者の運転する自動車が安全に通行できるよう、
皆さんの温かい心遣いをお願いします。

新デザインに変更

（  　　　　　　）平成23年2月1日から
当分の間、従来の標識も使用可
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全交通事故に占める高齢運転者事故

登校を見守る地域の人

2広報にのみや 平成23年3月10日

小
学
生
の
事
故
の
特
徴

①
低
学
年
ほ
ど
危
な
い

　
小
学
生
に
な
る
と
子
ど
も
だ

け
で
行
動
す
る
機
会
と
行
動
範

囲
が
広
が
る
た
め
、
交
通
安
全

意
識
の
低
い
低
学
年
ほ
ど
交
通

事
故
に
遭
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

②
飛
び
出
し
が
約
４
割

　
事
故
原
因
で
一
番
多
い
の
が

「
飛
び
出
し
」
で
、
約
４
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
遊
ん
で
い
た
り
何
か
に
夢
中

に
な
っ
て
い
た
り
す
る
と
道
路

に
飛
び
出
し
て
し
ま
う
子
が
多

い
の
で
す
。

②
子
ど
も
目
線
で
繰
り
返
し

　
ま
た
、
左
右
の
確
認
や
一
時

停
止
が
習
慣
に
な
る
よ
う
、
分

か
り
や
す
い
言
葉
で
繰
り
返
し

教
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
必
要
性
が
理
解
で
き
ず
、
車

が
来
て
い
る
の
に
左
右
を
見
た

だ
け
で
車
道
に
出
て
し
ま
っ
た

子
ど
も
が
実
際
に
い
る
の
で
す
。

③
心
の
ケ
ア
も
大
切

　
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
る
だ
け

で
な
く
、
お
子
さ
ん
が
出
か
け

る
前
は
怒
っ
た
り
急
が
せ
た
り

し
な
い
と
い
う
心
の
ケ
ア
も
大

切
で
す
。

　
心
と
時
間
の
ゆ
と
り
は
、
子

ど
も
に
限
ら
ず
交
通
安
全
に
は

重
要
な
の
で
す
。

　
出
が
け
に
怒
ら
れ
る
な
ど

動
揺
す
る
と
、
注
意
力
散
漫

に
な
り
、
事
故
に
あ
う
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。

③
違
反
な
し
も
約
４
割

　
注
目
し
た
い
の
は
「
違
反
な

し
」
も
約
４
割
い
る
こ
と
で
す
。

　
子
ど
も
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
の
で
す
。

交
通
教
育
は
家
庭
か
ら

①
一
緒
に
歩
い
て
教
え
る

　
お
子
さ
ん
が
安
全
に
新
し
い

生
活
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
入

学
前
に
一
緒
に
通
学
路
を
歩
い

て
、
危
険
な
と
こ
ろ
を
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

　
春
は
入
学
・
進
学
の
シ
ー
ズ
ン
。

　
お
子
さ
ん
の
新
し
い
生
活
に
備
え
て
、
交
通
ル
ー
ル
も

忘
れ
ず
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
は
大
人
の
行
動
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
、
ま
ず
は
大
人
が
お
手
本
と

な
っ
て
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

大
人
の
手
本
が

　　　　　　　　子
を
守
る
！

大
人
の
手
本
が

　　　　　　　　子
を
守
る
！

入
学
・
進
学
に
備
え
た
交
通
安
全

入
学
・
進
学
に
備
え
た
交
通
安
全

子
ど
も
の
交
通
安
全

備蓄品の消費期限は大丈夫？
この機会にチェックしよう！

　幼園児が交通事故で死傷するケースの
50％以上が乗車中でした。
　これは家族などが運転する車の事故や急
ブレーキが原因で、同乗する子どもが車内
で怪我をしたり、車外に投げ出されたりす
るケースが多いことを示しています。
　チャイルドシートを適正に使ったり、後
部座席であっても
シートベルトを締
めたりするなど、
保護者が気をつけ
れば被害を最小限
に抑えることがで
きます。

幼園児が事故で死傷するケース
自動車乗車中が最多！

小学生歩行中の事故原因

違反なし
38％

飛び出し
38％

横断歩道外横断等
16％

その他違反
4％
路上遊戯
4％
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ま
た
、
さ
ら
に
安
全
で
住
み

や
す
い
地
域
と
す
る
た
め
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
お
祭

り
な
ど
独
自
の
取
り
組
み
を
企

画
・
展
開
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
町
民
協
働
班

町
づ
く
り
が
あ
り
ま
す

　
町
内
20
地
区
の
地
区
長
か
ら

な
る
「
地
区
長
連
絡
協
議
会
」

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
で
は
、
各
地
域

の
課
題
や
成
功
例
を
話
し
合
う

行
政
を
交
え
て
の
情
報
交
換
の

ほ
か
、
町
全
体
と
し
て
な
に
を

す
る
べ
き
か
自
主
的
に
研
究
す

る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
の
関
わ
り
方
で
、
生

活
の
充
実
度
が
変
わ
り
ま
す
。

　
住
み
や
す
い
地
域
の
た
め
、

地
域
活
動
に
は
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
地
区
長
連
絡
協
議

会
に
長
野
県
高
山
村
と
の
交
流

事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
人
的
交
流
（
来
年
度
は
緑
が

丘
、中
里
、富
士
見
が
丘
２
丁
目
、

中
町
、茶
屋
地
区
対
象
）の
ほ
か
、

農
林
水
産
ま
つ
り
で
の
特
産
品

販
売
や
学
校
給
食
で
の
リ
ン
ゴ

の
提
供
な
ど
、
経
済
交
流
も
進

ん
で
き
ま
し
た
。

ご
存
知
で
す
か
？

　信
州
高
山
村
と
の
交
流

平成 22年度地区長連絡協議会　
研究会活動

●防災防犯研究会　脇座長（梅沢）
　災害時の被害を可能な限り小さくする
「減災」について、地域の皆さんの意識を
高めてもらうための研究をしています。
　さまざまな広報ツールの活用とその効果
などを検証し、町と協力した広報活動など、
今後に生かします。

●地域活動研究会　加藤座長（緑が丘）
　「忙しい」と敬遠されがちな地区役員。
継続的・発展的な活動のため、作業の分担
化やマニュアル化などで、誰もが役員を担
当できる体制づくりを研究しています。
　また、少子高齢化社会に対応する縦横の
連携強化の方策を検討しています。

●地域環境研究会　小澤座長（越地）
　ごみ置き場のカラス被害を減らすため、
現場の巡回や聞き取り、カラスの生態に
ついても研究しています。
　各集積所に適した方法・工夫をまとめ、
地域住民の連携できれいな町づくりを進
める一助とします。

健闘の５位入賞！健闘の５位入賞！

古澤秀和さん古澤秀和さん
二宮初の２５回出場表彰二宮初の２５回出場表彰

　2月13日（日）に開催された第65回市町村対
抗かながわ駅伝で、二宮町代表選手が前年を
上回る5位入賞（町村の部）を果たしました。
町代表選手と町村の部順位
①小坂太我さん②田中健介さん③中崎正大さん
④近藤さな恵さん⑤及川公太さん⑥辻原幸生さ
ん⑦古澤秀和さん（監督）前田憲一郎さん

　今回、二宮町代表選手として
かながわ駅伝に出場した古澤秀和さん（下町在
住）に、25回出場表彰が贈られました。
　古澤さんは、駅伝代表選手に27回選抜され、
2回の大会中止を除き、25回出場されました。
　25回もの出場は、二宮町で初、神奈川県下で
もあまりないことです。

1
2
3
4
5
6

大井町
葉山町
大磯町
愛川町
二宮町
中井町

2：50：31
2：54：15
2：58：55
2：59：42
3：02：24
3：02：40

3：04：09
3：06：52
3：08：23
3：10：32
3：18：25

7
8
9
10
11

開成町
箱根町
山北町
松田町
寒川町

○数字は区間

総合29チーム中23位

地域の防犯パトロールの様子

4広報にのみや 平成23年3月10日積極的に運動しましょう！
温水プールで体力づくり！

近
所
づ
き
あ
い
の
輪
（
和
）

　
最
近
、
近
所
づ
き
あ
い
を
敬

遠
す
る
人
が
増
え
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
所
の
人
と
顔
見

知
り
で
あ
る
こ
と
は
、
有
事
の

際
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
生
活

の
安
心
と
笑
顔
の
た
め
に
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

安
心
が
あ
り
ま
す

　「
不
審
者
が
出
た
」「
空
き
巣

が
発
生
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

時
、
地
域
の
輪
は
非
常
に
大
き

な
抑
止
力
と
な
り
ま
す
。

　
実
際
町
内
で
、
不
審
者
に
遭

遇
し
た
小
学
生
が
地
域
の
家
に

逃
げ
込
み
、
難
を
逃
れ
た
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

笑
顔
が
あ
り
ま
す

　
親
族
や
友
人
と
違
い
、
日
々

の
生
活
で
か
か
わ
る
ご
近
所
さ

ん
と
の
気
さ
く
な
関
係
は
、
生

活
の
充
実
だ
け
で
な
く
心
の
健

康
と
も
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
子
育
て
や
介
護
な
ど
で

大
変
な
時
は
、
地
域
と
交
流
が

な
い
家
庭
ほ
ど
、
深
刻
な
問
題

が
起
き
や
す
い
と
い
う
統
計
が

あ
り
ま
す
。（
厚
生
労
働
省
「
子

ど
も
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
等

の
検
証
結
果
等
に
つ
い
て
」
参

照
）

　
心
労
が
あ
る
時
ほ
ど
、
地
域

と
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、

笑
顔
に
な
れ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
す
。

皆
さ
ん
と
町
の
輪
（
和
）

　
皆
さ
ん
は
地
域
の「
地
区
長
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

　
地
域
の
課
題
を
解
決
し
た
り
、

地
域
づ
き
あ
い
の
輪
を
広
げ
た

り
す
る
た
め
、
地
区
長
制
度
が

あ
り
ま
す
。

協
力
が
あ
り
ま
す

　「
あ
そ
こ
の
交
差
点
が
危
な

い
」「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
多
く
て
心
配
」
な
ど
、
生
活

す
る
う
え
で
の
心
配
事
や
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　
地
区
長
は
地
域
の
方
の
声
を

ま
と
め
、
行
政
や
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
課
題
を
解
決
し

て
い
き
ま
す
。

　「住みやすい町」には、いざという時に助け合え
る隣人がいます。
　皆さんの日々の生活にかかわる、地域と地区長制
度をご紹介します。

　「住みやすい町」には、いざという時に助け合え
る隣人がいます。
　皆さんの日々の生活にかかわる、地域と地区長制
度をご紹介します。

地
域
で
住
も
う
！

地
域
で
住
も
う
！

こ

　こ

こ

　こ

安心♪

地区長連絡協議会
内藤三義会長
（茶屋地区長）

　地域での顔の見える関係は、防災・
防犯といった生活上の安全安心の面
でも大変重要です。
　地区長は、皆さんと地域、地域と行
政の「接点」としての役割を担ってい
ますが、すべての問題を地区長一人で
解決することはできません。
　少子高齢化・人間関係の希薄化など
で孤立する人が生まれる、いわゆる「無
縁社会」を作らないためにも、一人一
人が考え、ともに行動しましょう。

〜
日
々
の
安
心
の
後
ろ
に
は
〜

〜
日
々
の
安
心
の
後
ろ
に
は
〜



6広報にのみや 平成23年3月10日コミュニティバスに乗って
生活の足を守ろう！！

○
タ
バ
コ
の
不
始
末

　
ポ
イ
捨
て
し
た
り
、
う
っ
か

り
消
し
忘
れ
た
り
し
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
特
に
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

時
期
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
大
変

危
険
で
す
。

　
タ
バ
コ
の
火
種
は
意
外
と
消

え
に
く
い
の
で
、
携
帯
灰
皿
を

持
っ
た
り
、
き
ち
ん
と
水
で
消

し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
の
悪
影
響

　
煙
や
悪
臭
で
、
周
辺
住
民
の

生
活
や
健
康
に
悪
影
響
を
与
え

る
ほ
か
、
火
災
に
発
展
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
禁
止
の
例
外
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
例
外
事
項
で
も
苦
情

が
出
た
場
合
は
改
善
命
令
や
行

政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

禁
止
の
例
外

①
国
ま
た
は
地
方
自
治
体
が
管

理
の
た
め
に
必
要
な
も
の

　
例…

川
の
草
木
の
焼
却
な
ど

②
災
害
の
予
防
や
応
急
対
策

　
例…

消
火
訓
練
な
ど

③
風
俗
習
慣
や
宗
教
上
の
行
事

例…

ど
ん
ど
焼
き
な
ど

④
農
林
水
産
業
の
た
め
、
や
む

を
得
な
い
も
の

⑤
た
き
火
な
ど
の
軽
微（
注
１
）

な
も
の

　
例…

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

注
１…

軽
微
と
は
、
煙
や
臭
い

が
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

程
度
の
焼
却
。

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

○
衣
服
へ
の
引
火

　
乾
燥
時
は
衣
類
も
燃
え
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
調
理
の
最
中
に
袖
口
に
引
火

し
た
り
、
タ
バ
コ
の
火
種
が
落

ち
て
衣
服
に
引
火
し
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
重
ね
着
で
注
意
が
い
き
わ
た

ら
な
い
、
引
火
に
気
付
か
な
い

と
い
う
危
険
も
あ
る
の
で
、
火

を
扱
う
際
は
、
燃
え
に
く
い
素

材
の
服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
火
入
れ
に
よ
る
拡
散

　
乾
燥
時
は
落
ち
葉
な
ど
が
非

常
に
燃
え
や
す
い
の
で
、
火
の

粉
の
飛
散
な
ど
で
火
災
に
発
展

す
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
屋
外
で
物
を
燃
や
す
行
為
は

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

禁
止
の
例
外
事
項
（
下
段
記
事

参
照
）
で
焼
却
す
る
場
合
も
、

事
前
に
届
け
出
（※

）
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
、

ま
た
は
火
災
を
発
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
を
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
消
防
長
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
宮
町
火
災
予
防
条
例
第

６
章
第
45
条
よ
り
）

　
乾
燥
時
は
想
像
以
上
に
、
燃

え
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
」
と
い

う
油
断
が
大
惨
事
を
招
く
の
で
、

ど
ん
な
小
さ
な
火
で
も
、
気
を

抜
く
こ
と
な
く
、
慎
重
に
扱
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
課
予
防
班

　
☎
72

－

０
０
１
５

　
乾
燥
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
い
た
２
月
、
緑
が
丘
地
区
で

野
焼
き
火
災
な
ど
が
連
続
発
生
し
ま
し
た
。

　
普
段
で
は
火
災
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
で
も
、
空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
と
火
災
に
発
展
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
り

ま
す
。　

温
か
く
な
り
、
火
の
消
し
忘
れ
も
多
く
な
る
こ
の
時
期
は
、

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
や
事
業
所
の
ご
み
を
、
庭
や
畑
、
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
で
燃
や
す
「
野
焼
き
」
は
、
公
害
や
火

災
の
原
因
に
な
る
た
め
、
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
少
し
だ
か
ら
」
と
燃
や
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

乾
燥
の
恐
怖
を
実
感
！

野
焼
き
は　

禁
止
で
す

火
災
連
続
発
生

煙いし、臭くて
窓が開けられないよ。

こ
こ
に
注
意
！
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投
票
日
・
投
票
時
間

４
月
10
日
（
日
）

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

　
　

※

投
票
場
所
は
、
投
票
整
理
券

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

開
票
日
時
・
場
所

４
月
10
日
（
日
）

　

 

午
後
8
時
50
分
〜

　
　

二
宮
小
学
校
体
育
館

　
　
　

　

投
票
で
き
る
方

　
平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
22
年
12

月
31
日
以
前
か
ら
町
内
に
住
所

を
有
す
る
方

　
１
月
１
日
以
降
、
県
内

に
転
出
し
た
方
は
、
各
市

区
町
村
発
行
の
「
引
き
続

き
証
明
」（
二
宮
町
町
民

課
で
も
発
行
・
無
料
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
整
理
券

　

　
投
票
整
理
券
は
３
月
29
日
に

発
送
し
ま
す
。
各
自
で
切
り
離

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
未
到
着
で
も
投
票
可
能
）

期
日
前
投
票

　
　

 
　
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
予

定
が
あ
り
、
投
票
日
当
日
に
投

票
所
へ
行
け
な
い
方

◆
役
場
期
日
前
投
票
所

３
月
25
日（
金
）〜
４
月
９
日（
土
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

※

４
月
１
日
以
前
は
県
知
事
選

挙
の
み
の
投
票

◆
町
民
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ザ

４
月
６
日
（
水
）
〜
９
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

不
在
者
投
票

◎
滞
在
地
で
の
投
票

　
出
張
な
ど
で
町
外
に
住
ん
で

い
る
場
合
、
ご
本
人
が
町
選
挙

管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請

求
手
続
き
を
す
る
と
、
滞
在
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で

き
ま
す
。

◎
入
院
、
入
所
中
の
投
票

　
県
の
指
定
施
設
で
あ
る
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
施
設
内

で
投
票
で
き
ま
す
。
施
設
事
務

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

◎
郵
便
等
の
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
で
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
、
も
し
く
は
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介

護
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
方

は
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
事
前
に
郵
便
投
票
証
明
書
の

申
請
が
必
要
で
、
手
続
き
に
１

週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

選
挙
公
報

　
町
内
会
・
自
治
会
を
通
じ
て

各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会

県
議
会
議
員
お
よ
び
県
知
事
選
挙

県
議
会
議
員
お
よ
び
県
知
事
選
挙

４
月
10
日（
日
）は

予
防
は
中
学
生
か
ら
！

20
〜
30
代
で
急
増
の
子
宮
頸
が
ん

け
い

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
！

　
子
宮
頸
が
ん
は
「
発
が
ん
性

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）」
の
感
染
が
原
因
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18

型
が
多
く
、
全
体
の
67
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
で
感
染
予
防
！

　
こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18
型
は

ワ
ク
チ
ン
で
感
染
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
10
歳

以
上
の
女
性
で
、
性
交
渉
を
開

始
す
る
以
前
の
年
齢
が
効
果
的

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
な
ら
無
料
で
接
種
！

　
現
在
町
で
は
、
町
内
在
住
の

中
学
生
を
対
象
に
接
種
費
用
の

全
額
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

保
険
証
と
母
子
健
康
手
帳
を
お

持
ち
の
う
え
、
町
契
約
の
医
療

機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
効
果

や
副
反
応
を
理
解
し
た
う
え

で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
的
な
検
診
も
必
要
！

　
ワ
ク
チ
ン
で
は
す
べ
て
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
を
予
防
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で
に

感
染
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
を
な

く
し
た
り
、
が
ん
を
治
し
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
接
種
後
も
定
期
的
な
検
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。（
町
で
は

20
歳
以
上
の
方
の
が
ん
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

　
保
険
予
防
課
健
康
づ
く
り
班

　
年
間
約
１
万
５
千
人
が
か
か
り
、
特
に
20
才
代
か

ら
急
増
す
る
子
宮
頸
が
ん
は
「
予
防
で
き
る
唯
一
の

が
ん
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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高齢者福祉サービス
ご存知ですか？ご存知ですか？

ほっと安心ヘルパー

　庭の草取りや部屋の掃除といった生活援助を
通常料金の 5割程度で利用できます。
　業務内容は相談の上決定します。
対象　住民税非課税世帯の方
料金　業務内容や通常の料金は生きがい事業団
　　　にお尋ねください。（☎71-0681）

寝具の乾燥・消毒・丸洗い

　65 歳以上で身体に障害があるなどの理由で、
衛生管理が困難な方に、寝具の乾燥消毒および
丸洗いのサービスがあります。
対象　住民税非課税世帯の方
乾燥消毒加工　奇数月
丸洗い加工　7月、11 月、3月
自己負担　料金の 1割

配食サービス

　身体的または精神的機能の低
下等で、食事を作ることが困難
な方に、夕食をお届けします。
利用料　1食 500 円
　　　　住民税非課税世帯は
　　　　310 円
※配食回数は心身および生活状況をふまえて決
定します。

シルバー緊急通報システム

　自宅で安心して暮らせるように、相談や緊急
時の通報等が 24 時間いつでもできる見守りの
ためのシステムがあります。
対象　75 歳以上の独居高齢者や見守りが必要
　　　な高齢者の方など
※収入状況等により、自己負担があります。

移送サービス

　車いすを使用しているなど、1 人で外出が困
難な方に月 2枚タクシー券をお渡ししています。
※障害者のタクシー券の交付を受けている方に
は発行できません。

紙おむつ支給サービス

　要介護 1～ 5相当のほぼ寝たきり状態の方で、
常時紙おむつが必要な方へ、月 1 回紙おむつを
支給しています。

訪問理美容サービス

　要介護 4～ 5 の状態の方へ、年間 6 枚を限度
に訪問理美容助成券を支給します。散髪費用は
自己負担です。

はいかいＳＯＳネットワーク

　認知症などにより、徘徊
するおそれがある方を事前
に登録することで、行方不
明になったときに早期発見
できるよう、地域ぐるみで
支援するシステムです。

日常生活自立支援事業

　福祉サービスの利用や金融機関の手続きが困
難な方のお手伝いをします。相談・支援計画の
作成は無料ですが、生活支援員による援助は有
料です。
問い合わせ　社会福祉協議会（☎73-0294）

　ご紹介した内容は概要のため、利用の際は担
当者から詳しく説明を必ず受けてください。

問い合わせ　
　高齢障がい課地域包括支援センター班

　町には高齢になっても安心して暮らせるた
めのサービスがあります。
　今回は主なサービスの概要をご紹介します。

65歳以上の一人暮らし
　　　または高齢者世帯の方 ご家庭で生活している方



空 き 巣 等
出店荒し等
ひったくり
車 上 狙 い
自転車盗等
そ の 他
合 計

22年中累計1月
0
0
0
2
3
7
12

（＋1）
（＋2）
（-1）
（-13）
（＋4）
（-1）
（-8）

  22
  6
  1
  9
100
106
244

昨年の犯罪　ピックアップ
　自転車盗等は毎年増加してい
ます。昨年は100件の大台に乗
り、未届も含めると、相当数の被
害が見込まれます。必ず鍵をかけ、
愛車を守りましょう。 大磯警察署☎７２－０１１０

大磯警察署だより
≪変質者出没注意！≫

　 1月中旬から、町内で散発的
に変質者が報告されています。
　発生時間は必ずしも遅い時
間ではありません。
　今後も発生する可能性があり
ますので、注意してください。
○人通りの少ない道、公園はさ
ける。
○被害に遭ったら大声を出す
か、防犯ブザーを鳴らす。
　警察ではパトロール強化に
努めています。不審者を発見し
た場合は迷わず110番通報をお
願いします。

町の人口（平成23年2月1日現在）
総 数
男
女
世帯数

29,593人
14,345人
15,248人
11,467世帯

（　02）
（　04）
（－02）
（　14）

（ ）内は前月比。
※平成17年国勢調査結果を基礎数値にしています。

資源ごみの売却価格と処理費用
※（　）内は前月比

可燃ごみの処理費用
目指せ！今年度目標40％

１　月分 処理量

古紙・布類

空きビン

金 属 類

樹脂類①②③

合 計

155,140㎏

22,640㎏

17,600㎏

57,940㎏

253,320㎏

（-23,520㎏）

（4,770㎏）

（-7,040㎏）

（-4,510㎏）

（-30,300㎏）

処理費用

3,356,916円
（-400,434）円

売却価格

1,607,002円
（-246,441）円

処理量 処理費用

1月分 426,760㎏
（-40,060㎏）

15,816,978円
（-2,149,200円）

累計処理量と削減率（18年度同期比）

H22.4月～1月

H18.4月～1月

4,405,950㎏

5,753,238㎏
－23.4％

  生活環境課生活環境班

－分かりにくい分別編－
「ライターは？」「ぬいぐるみは？」
　町発行の「ごみの出し方・分け
方ガイド」では、索引別に出し方を
説明しています（町ホームページ
にも掲載）。項目にないものは、ぜ
ひお問い合わせください。

9 広報にのみや 町役場の電話番号 ☎０４６３－７１－３３１１

金員の寄付
光と風のミュージアム  様

ありがとうございました。

善意の
寄付に感謝

村
田

　
愈
子
さ
ん

　
元
環
境
浄
化
推
進
員
会
長

　
富
士
見
が
丘
２
丁
目
在
住

　
　

原

　
惣
一
郎
さ
ん

　
下
町
在
住

※

青
少
年
の
保
護
育
成
と
非
行

防
止
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
ほ
か
、
有
害
広
告
物
の
撤

去
や
有
害
図
書
類
の
陳
列
状

況
の
確
認
な
ど
を
実
施
。

　
村
田
さ
ん
は
昭
和
60
年
か
ら

環
境
浄
化
推
進
員
（
当
時
は
青

少
年
相
談
員
）
と
し
て
活
動
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
20
年
以
上
に

わ
た
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、
県

知
事
か
ら
青
少
年
健
全
育
成
功

労
者
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
毎
年
県
下
で
も
25
名

ほ
ど
し
か
表
彰
さ
れ
な
い
も
の

で
す
。　

原
さ
ん
は
平
成
７
年
か
ら
環

境
浄
化
推
進
員
と
し
て
活
動
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
多
年
に
お
よ

ぶ
活
動
が
評
価
さ
れ
、
県
青
少

年
問
題
協
議
会
会
長
か
ら
青
少

年
健
全
育
成
推
進
者
表
彰
（
感

謝
状
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　
☎

　
72

－

６
９
１
２

　
１
月
29
日
（
土
）、
二
宮
町
青
少
年
環
境
浄
化
推
進
員

の
村
田
さ
ん
と
原
さ
ん
に
青
少
年
健
全
育
成
関
連
表
彰

お
よ
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

村
田
さ
ん
、原
さ
ん
に

　
青
少
年
健
全
育
成
表
彰

環
境
浄
化
推
進
員

（※

）

（　）内は21年中との比較



広報にのみや 平成23年3月10日

や
み
の
に
報
広

2011

No.587

行
発
集
編

　

☎
室
画
企
町
宮
二

１
１
３
３

　

４
３
１
０

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.ninom
iya.kanagaw

a.jp/
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
info@

tow
n.ninom

iya.kanagaw
a.jp

ご意見などは、企画室までお寄せください。

3

10

他の参加者や講師との会話も楽しみの一つ。
大勢で料理するとやっぱり楽しいですね。

県内外から多くの方が訪れた吾妻山公園

　2月19日（土）、男の料理教室が開催され、
定員を超える16名が参加しました。
　この料理教室は生涯学習課のボランティ
ア「学級講座部会」が「相模湾の魚を食卓に」
をテーマに企画運営したもので、当日はヘ
ルスメイト二宮講師のもと、朝仕入れた新
鮮なブリやかますなどをさばきました。
　参加者は「男性だけというのが参加しや
すい。男性だって料理したいけど、なかなか
習うチャンスがないから良かったです。」と
コメントされていました。

男だって料理したいぞ！

のべ13万人が来場されました

男だって料理したいぞ！

男の料理教室

　今年もみごとに咲いた吾妻山公園の菜の
花は、多くのメディアに取り上げられ、連日
大盛況でした。
　また期間中、二宮
ブランドの一つと
して実施した「二宮
グルメ食のフェス
タ」も予想を大幅に
上回る人出で、開始
1時間で売り切れに
なるお店も。

　今年もみごとに咲いた吾妻山公園の菜の

吾妻山　　菜の花ウォッチング




